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（新）県立学校オンライン授業環境整備事業

教育庁総務課

１ 目 的

ＩＣＴの活用による学びの充実を推進し、併せて災害等による臨時休業にあっ

ても学びの保障を図るため、オンライン授業に係る教員の研修環境等を整備する。

２ 概 要

ＩＣＴ研修用に総合教育センターに次の機器を整備

・タブレットＰＣ（５０台）

・ビデオカメラ（３台）

・ワイヤレスマイク（３本）

・ＨＤＭＩ等接続アダプタ（３セット）

・三脚（３台）

・Ｗｉ－Ｆｉルータ（５０台×２か月分）

※家庭への貸出可能

３ 補正予算額

３，２４４千円（ ３，２４４千円）

内訳 ・需用費 ２４４千円

・役務費 ６００千円

・備品購入費 ２，４００千円

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当予定
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（新）私立高等学校学習環境改善事業

教育庁総務課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症の影響による臨時休業のために生じた学習の遅れを

取り戻すとともに、進路目標の達成に向けて生徒が学習に集中できる環境を整備

するため、高校３年生の普通教室に冷房設備を設置する経費に助成する。

２ 概 要

・補 助 対 象 者 県内に高等学校を設置している学校法人

・補助対象経費 ３年生の普通教室における冷房設備の設置費用

・補 助 率 県１／２

・補 助 上 限 額 ・エ ア コ ン 購 入 経 費：１教室当たり１，０００千円

・電気配線設備工事費等：１校当たり２，５００千円

・適 用 日 令和２年４月１日（４月１日以降に設置した経費）

３ 補正予算額

９，７５０千円（㊀９，７５０千円）

・私立高等学校学習環境改善費補助金 ９，７５０千円

（３校１２教室分）

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当予定
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（新）保育所等新型コロナウイルス感染症対策関連事業

幼保推進課

１ 目 的

保育所等における新型コロナウイルス感染症対策の強化を図るため、マスク

や消毒液、空気清浄機などの購入及び対策を徹底するための職員研修の実施な

ど、教育・保育を行う上で必要な経費に助成する。

２ 概 要

・実 施 主 体 県

・補 助 率 国１０／１０

・補助上限額 ５００千円（１施設当たり）

・補 助 対 象 ３７６施設

（保育所１９６、幼保連携型認定こども園７７、認可外保

育施設等１０３）

・適 用 日 令和２年４月１日（４月１日以降の購入等に要した経費）

３ 補正予算額

１８８，０００千円（ １８８，０００千円）

・保育所等保健衛生用品整備事業費補助金 １８８，０００千円
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私立幼稚園整備費補助金

幼保推進課

１ 目 的

幼稚園、幼稚園型認定こども園における新型コロナウイルス感染症対策の強化を

図るため、マスクや消毒液、空気清浄機などの購入及び対策を徹底するための職員

研修の実施など、教育・保育を行う上で必要な経費に助成する。

２ 概 要

・実 施 主 体 県

・補 助 率 国１０／１０

・補助上限額 ５００千円（１施設当たり）

・補 助 対 象 ３３施設（幼稚園１９、幼稚園型認定こども園１４）

・適 用 日 令和２年４月１日（４月１日以降の購入等に要した経費）

３ 補正予算額

１６，５００千円（ １６，５００千円）

・幼稚園保健衛生用品整備事業費補助金 １６，５００千円
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（新）オンライン学習支援推進事業

義務教育課

１ 目 的

学校におけるＩＣＴの活用を推進するとともに、新型コロナウイルス感染症の

第２波、第３波による再度の臨時休業に備えるため、児童生徒や教員がオンライ

ン学習に活用できるポータルサイトの構築や、オンライン授業の円滑な導入に向

けた教員研修を行う。

２ 概 要

（１）オンライン学習ポータルサイトの構築

小・中学校の授業等におけるＩＣＴの日常的な活用の促進や、家庭における

オンライン学習を支援するためのポータルサイトを構築する。

＜ポータルサイトの主な内容＞

・学校の授業や家庭学習で活用できる学習教材

・ＩＣＴを活用した家庭学習の進め方、教員向けオンライン授業の進め方

・市町村教育委員会等が作成した授業動画 等

（２）オンライン授業スタートアップセミナーの開催

効果的なオンライン授業の実施に向けた教員のスキルアップを図るため、小

・中学校の教員がオンライン授業の実施に必要となる機器の操作方法や活用方

法を学ぶセミナーを開催する。

＜実施方法＞

外部講師を活用したセミナーを各市町村ごとに複数回実施

３ 補正予算額

８，４８８千円（ ８，４８８千円）

内 訳

（１）オンライン学習ポータルサイトの構築 ３，００４千円

（２）オンライン授業スタートアップセミナーの開催 ５，４８４千円

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当予定
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（新）児童生徒の学びの保障推進事業

義務教育課

１ 目 的

新型コロナウイルス感染症対策と児童生徒の学習保障の両立を図るため、学校

の指導体制の充実に必要な人的体制を整備する。

２ 概 要

（１）小・中学校非常勤講師配置事業

夏季休業中に授業を実施する学校に配置されている非常勤講師に、当該期間

中の報酬等を措置する。＜配置人数：１００人程度＞

（２）学習指導員配置事業

これまでの臨時休業による学習の遅れを取り戻すに当たり、児童生徒をきめ

細かく支援する学習指導員を新たに配置する。＜配置人数：９０人程度＞

※県教育委員会がハローワーク等を通じて募集

（３）スクール・サポート・スタッフ配置事業

校内の換気や消毒、健康観察の取りまとめなどの感染症対策をはじめ、感染

症の影響により増加した教職員の業務を支援するスクール・サポート・スタッ

フを新たに配置する。＜配置人数：９０人程度＞

※県教育委員会がハローワーク等を通じて募集

３ 補正予算額

１０８，４４５千円（ ３４，２６６千円 １２千円 ７４，１６７千円）

内 訳

（１）小・中学校非常勤講師配置事業 ７，９７２千円

（２）学習指導員配置事業 ６７，５０６千円

（３）スクール・サポート・スタッフ配置事業 ３２，９６７千円

※一般財源には新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当予定
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ｅ－ＡＫＩＴＡ ＩＣＴ学び推進プラン事業

高校教育課

１ 目 的

思考力、判断力、表現力等を身に付け、社会を生き抜く力と高い志をもって秋

田を支える人材を育成するため、教育においてＩＣＴを基盤とした先端技術等の

効果的な活用を図ることができるよう、県立学校のＩＣＴ環境を整備する。

２ 概 要

・１人１台タブレット端末の購入

（高校１９，８２２台、特別支援学校高等部５９８台）

・大型提示装置、実物投影機の購入

（高校６１２台、特別支援学校２８台、県立中学校２２台）

・電源キャビネットの購入

（高校３８７台、特別支援学校高等部１５台）

・インターネット接続方式の整備（データセンタ構築）

機器(無線LANｺﾝﾄﾛｰﾗ、FW、ルータ等）153,915千円、構築費55,482千円

３ 補正予算額

１，５６７，６２６千円（ １，５６７，６２６千円）

内訳 ・委 託 料（データセンタ構築） ２０９，３９７千円

・備品購入費（タブレット端末等） １，３５８，２２９千円

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当予定

データセンタ構築後のネットワーク回線について

データセンタ 無線LAN
コントローラ

中学校　

：各学校～データセンタ間NW

【凡例】
アクセス回線

：データセンタ～インターネット間NW
インターネット接続回線インターネット接続回線

閉域網
：VPN

　　特別支援学校　

校内LAN

FW

校内LAN 校内LAN 校内LAN

アクセス回線

アクセス回線

接続概要図

　　高等学校（大規模）　 　　高等学校　

　　　　　　　　VPN網

ルータ

ルータ ルータ ルータ ルータ ルータ

ルータ ルータ
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教育的ニーズに応じた特別支援学校施設等整備事業

特別支援教育課

１ 目 的

ｅ－ＡＫＩＴＡ ＩＣＴ学び推進プラン事業における端末整備に伴い、障害の

ある児童生徒が１人１台端末を効果的に活用できるよう、一人一人に応じた入出

力支援装置を整備する。

また、新型コロナウイルス感染症対策のため、引き続き特別支援学校のスクー

ルバスを増便し、乗車する児童生徒の少人数化を進める。

２ 概 要

（１）特別支援学校スクールバス整備事業

乗車する児童生徒が特に多い経路にバスを各１台購入して増便する。

・能代支援学校：大型１台、横手支援学校：小型１台

（２）ＩＣＴ端末等導入推進事業

障害のある児童生徒が情報機器端末の活用に当たって必要となる入出力支援

装置を整備する。

・点字ディスプレイ、音声読み上げソフト、視線入力装置、

スイッチ式ジョイスティック等

（３）特別支援学校スクールバス感染症対策事業

登校時に乗車する児童生徒が特に多い経路に、バスを各１台借り上げて増便

する。

・継続 能代支援学校：大型１台、天王みどり学園：小型２台、

ゆり支援学校：小型１台、稲川支援学校：大型１台

・新規 横手支援学校：小型１台

・期間 令和２年８月２６日～令和３年３月２１日

３ 補正予算額

７１，６９０千円（ ５，５３２千円 ６６，１５８千円）

（１）特別支援学校スクールバス整備事業 ３６，１７４千円

内 訳 ・自賠責保険料 ３１千円

・バス運行委託料 ２，４５８千円

・バス購入費 ３３，６０３千円

・自動車重量税 ８２千円

（２）ＩＣＴ端末等導入推進事業 ５，５３２千円

内 訳 ・消耗品費 ２，７３０千円

・備品購入費 ２，８０２千円

（３）特別支援学校スクールバス感染症対策事業 ２９，９８４千円

内 訳 ・バス借上料 ２９，９８４千円

※一般財源には新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当予定
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（新）学校給食食材費補償事業

保健体育課

１ 目 的

令和２年３月２日から春休みまでの、県立学校の臨時休業に伴う給食の休止に

より食材納入業者に生じた損失を補償する。

２ 概 要

・補償対象

学校が既に発注していた食材のうち、事業者において破棄せざるを得なかっ

た材料費相当額

・補償対象者

食材納入業者（パン、牛乳、米飯）

・補償割合

１０／１０（国３／４ 県１／４）

３ 補正予算額

２６３千円（ １９７千円 ６６千円）

※国の補助金は全国学校給食会連合会に一括交付され、同連合会が学校設置者

（県）に補助金を交付する。
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（新）全国大会代替地方大会開催支援事業

保健体育課

１ 目 的

部活動の全国大会の中止を受けて開催される地方大会の運営経費等の助成を行

い、開催を支援する。

２ 概 要

・補助対象者

秋田県高等学校体育連盟、秋田県高等学校野球連盟

・補助対象大会

県高体連主催：秋田県高等学校体育大会

県高野連主催：２０２０秋田県高等学校野球大会

２０２０秋田県高等学校軟式野球大会

・補助対象経費

大会開催運営経費（会場借上料、審判員、医師・看護師謝金等）

感染予防対策経費（保健衛生用品等)

・補助額

定額（国１０／１０）

３ 補正予算額

４，３５０千円（ ４，３５０千円）

内 訳 ・県高体連 ２，０００千円

・県高野連 ２，３５０千円
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